
★点数計算時の注意事項★

　点数計算は翻計算と符計算の 2項目からなり、高点法に基づき点数を計算していくが、各項目につい
て注意事項がいくつかあるので、チェックしよう！
　高点法とは、アガった牌姿に複数のメンツ構成が考えられる場合は、その中で最も高い点数のアガリ
を採用することである。

1. 翻計算の注意事項
(1) ピンフつく？ つかない？

　この牌姿は 待ちであり、 ツモのときは、ツモ・タンヤオ・ピンフの 3翻である
が、 ツモのときは、 を雀頭とすると、ツモ・タンヤオ・ピンフ・一盃口というメンツ

構成になり、 を雀頭とすると、ツモ・タンヤオ・三色同順・一盃口の 5翻というメンツ構
成の 2パターン考えられるが、後者の方が点数が高いため高点法によりツモ・タンヤオ・三
色同順・一盃口を採用する。

(2) シュンツ？ コーツ？

　この牌姿は 待ちであり、 ロンでは清一色・三暗刻で 8翻、 ロンでは清一色・

ピンフ・純チャン・一盃口で 11翻となる。 ロンのときも、 をシュンツ扱いでピ
ンフ・一盃口と考えることができ、三暗刻と翻数は変わらないが、高点法により符が高い方
を採用するためコーツで扱うものとする。

(3) 見落としがちな三暗刻

　この牌姿は 待ちであり、 では役なしのためリーチをしていないとアガれないが、

では のカンチャン待ちと捉えると、三暗刻がつくためリーチをしていなくてもロ
ンアガリできる。

(4) 天和と複合する役満

　この牌姿を天和でアガった際には、国士無双 13 メン待ちを 2 倍役満とするルールでは、
高点法により天和・国士無双 13メン待ちの 3倍役満扱いになる。(親の配牌 14枚に関して
は第 1ツモの概念がないため)
　また、四暗刻単騎待ち、純正九蓮宝燈、大四喜が 2 倍役満扱いの時も同様である。ただ
し、天和で大四喜、清老頭をアガった場合は四暗刻単騎待ちも自動的に複合することに注意
する。



2. 符計算の注意事項
(1) リャンメンに隠れたカンチャン

　この牌姿は のリャンメン待ちであるが、 ツモのときは のカンチャン待ち
と捉えることができ、待ちに関する 2符がつくため 40符となる。

(2) リャンメンに隠れたペンチャン

　この牌姿は のリャンメン待ちであるが、 ツモのときは のペンチャン待ち
と捉えることができ、待ちに関する 2符がつくため 40符となる。

(3) リャンメンに隠れた単騎

の 3 メン待ちであるが、 ツモのときは のタンキ待ちと捉えることができ、
待ちに関する 2符がつくため 40符となる。

(4) シャンポンに隠れたカンチャン

　 1. (3)でも扱った牌姿であるが、符計算の立場から再度確認しよう。この牌姿は 待

ちであり、リーチをしているものとする。このとき、 ロンではリーチのみの 1翻である
が、 ロンでは のカンチャン待ちと捉えると、三暗刻がつくため、3翻 60符となる。

(5) 三色同刻つく？ つかない？

　この牌姿は 待ちであり、 ロン (リャンメン待ち扱い)のとき、タンヤオ・三暗刻

の 3翻 50符であるが、 ロンのときは、 雀頭とすると、タンヤオ・三色同刻の 3翻 40
符、 を雀頭 (単騎待ち扱い)とすると、タンヤオ・三暗刻の 3翻 50符の 2パターンのメ
ンツ構成が考えられるが、高点法によりタンヤオ・三暗刻を採用する。


